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【方法】対象は、袋井みつかわ病院に入院している要介護高齢者 8 名（男性 4 名，女性 4
名），平均年齢 77.1±7.4 歳であった．主な疾患の内訳はパーキンソン病 1 名，脳梗塞 2
名，硬膜下血腫 1 名，頸髄損傷 2 名，内臓疾患 2 名でであった．睡眠・覚醒パターンの測
定は，睡眠計 HSL-102（オムロン社）を用いて測定した．睡眠計の測定時間はベッドに臥
床するときから起床して離床するときまでとし，記録開始と終了のスイッチは対象者に押
してもらった．測定期間は 5 日間とし， 1 日あたりの平均値を分析に用いた．昼間の活動
状況は，同様に 5 日間のテレビ・ラジオ，リハビリテーション（個別・集団も含む），散歩，
手作業などの活動を 60 分ごとに 1 回以上観察し，記録した．日常生活活動は FIM，認知機
能は MMSE，抑うつ度は GDS を用いて測定した．  
【結果】要介護者の睡眠・覚醒パターンは，睡眠時間が 8.78±1.62 時間，深い睡眠時間が
4.13±2.10 時間，浅い睡眠時間が 4.65±0.87 時間であった．また，就床してから睡眠す
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